
〈最優秀作品〉 

女は赤、男は青、誰が決めたの？ 

私は私の色を自分で決める。 

（間野 敦美さん） 

〈優秀作品〉 

お互いの個性や長所を生かして築こう 

未来の社会 

（増田 真理子さん） 

 

あなた（男性）と私（女性）はパートナー 

協力し合って共同参画 

（亀井 博子さん） 

 

 

『はじめてのジェンダー論』加藤秀一（2017）有斐閣 

『ジェンダーについて大学生が真剣に考えてみた‐あ 

 なたがあなたらしくいられるための２９問』佐藤文 

 香・監修一橋大学社会学部佐藤文香ゼミ生一同・著   

 （2019）明石書店 

『女に生まれてモヤってる！本当は「自分らしく」い    

 たいだけなのに』ジェーン・スー、中野信子 

 （2019）小学館 

   ～ふらっと ねやがわにて貸出可能です～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寝屋川市立男女共同参画推進センターだよりＤｏふらっと第 42号 令和 4年１月 15日発行 

〈女性の相談員による心の悩み相談〉 
女性の自立・生き方・人間関係などの心の悩み相談。 

女性カウンセラーがサポートします。 

【面接相談】※要予約 

  ◎相談日時  月曜日： 9:30～12:40 

         水曜日：13:30～16:40 

       第３木曜日：13:30～16:40  

  ◎相談場所 ふらっと ねやがわ 

        

予約・問い合わせ TEL(072)800-5789 

 
【電話相談】※予約不要 

相談日時 金曜日：13:00～17:00  

(16:30 までに電話して下さい。) 

TEL(072)800-5584(相談専用) 

〈女性の弁護士による女性のための法律相談〉 
  法律上の問題（DV、離婚、相続など）に悩む 

女性の相談に女性弁護士がこたえます。 

【面接相談】※要予約 

相談日時 毎月第３火曜日：13:30～16:30 

予約は、相談日の前日 午前 10:00 より先着４名 

TEL(072)800-5790（予約専用） 

〈男性の相談員による悩み相談〉 
男性の生き方・人間関係・セクシャリティ（同性愛を 

含む）などの相談。男性相談員による電話相談です。 

【電話相談】※予約不要 

相談日時 毎月第２水曜日：19:00～21:00  

(20:30 までに電話して下さい。) 

   TEL(072)800-5584 (相談専用) 

 

※ 秘密は守られます。 ※相談はすべて無料です。 

寝屋川市立男女共同参画推進センター 

「ふらっと ねやがわ」 
〒572-0042 寝屋川市東大利町 2 番 14 号 

          （市立産業振興センター5階） 

T E L ：072-800-5789 

F A X ：072-800-5489 

Ｅ -mail：flat@office.city.neyagawa.osaka.jp 

開所時間：午前９時～午後９時 

（日曜日･祝日は午後５時３０分まで） 

休 館 日 ：第２日曜日・年末年始 

 

2021 年度 

男女共同参画についての 

ワンフレーズ受賞作品 

関 連 図 書 

ちまたにあふれる限定商品って？ 
～“女性向け”が生まれる背景～ 

 日常生活の中で、女性限定商品に出会う機会は多くあります。女性限定商品には、映画館の

レディースデーや、レストラン、旅行やホテルのレディースプラン等があります。 

 このような女性限定商品は、労働における女性の賃金の低さに目をむけ、消費を活性化させ

るためのマーケティング戦略によって生まれたという背景があります。しかしながら、男性か

らは「女性ばかりが優遇されているのでは」という不満の声があがっているのも事実です。 

 そして、女性たちもまた、数々の女性限定商品が生まれた背景を知る機会がなく、率直にお

得でうれしいサービスだとして受け入れ、利用しています。 

 また、商品ではないものの、一部の鉄道会社は「女性専用車両」を設置しています。目的

は、車内における女性の安全を守るためです。しかし、こちらもまた、「男女不平等なのでは

ないか？」という議論が沸くことがあります。 

 今回のＤｏふらっとでは「女性限定」「女性向け」が生まれた背景を、ジェンダーの視点か

ら紐解き、日常社会にあふれているジェンダー・バイアスや性差による区別が社会に浸透して

いる様子を見ていきます。ジェンダーの課題を、誰にとっても身近な問題として考えるきっか

けとなる情報をお伝えします。 

 

 １．女性限定、女性向け商品や企画が生まれた背景 

 「女性限定」「女性向け」には、女性の消費が経済の活性化につながるという 

肯定的な側面がある一方、一部のものは、女性と男性の間にある賃金格差を 

きっかけに生まれたサービスもあります。これらに焦点を当ててみると、女性と男性が経済活動

を伴う社会の中で振り分けられていることに気づきます。 

 また、女性限定のサービスプランには２種類あると考えられます。一つは映画の割引サービス

などのように「女性客を呼び込むことで集客数や売上高を増やす目的」（加藤 2017:167）のため

にはじめられたものです。映画館を例にとれば「女性の方が映画館に行く回数が多い、女性は一

人ではなく複数で映画館に行く傾向がある、自分が見た映画について友人に話す機会が多い」

（上掲 2017:167）といったマーケティングに裏打ちされ、利益につながる動機があるものです。

（次項へつづく）  
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